
平成２６年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
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指令車整備事業

２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 主管課 消防防災課

会計 小事大事
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目項
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対象

　平成10年度に購入し運用してきた車両の経年劣化に伴う機動力等の低下を排除するため、
当該車両の更新整備を実施したもの。

　平常時の各署災害対応に加え、年々、発生の可能性が高まっている首都直下地震等の大災
害時における消防水利の配置を含めた消防活動への備えが必要な状況である。

　火災等の各署災害活動時における支援業務並びに防火水
槽等の消防水利の指導及び検査業務の充実を図るもの。

主管課長高市　薫自然災害・都市災害への備えと予防

名　　称 平成2４年度 平成2５年度 平成2６年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

指令車 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

火災件数 32 30 21 件 ↘↘↘

78 78

平成2５年度

0.30

％ ↗↗↗78

2,778,093

54,333

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

4,850,873

　各種災害に対応するため、更新車両
を四輪駆動の走破性に優れた車種に変
更し機動力の向上を図り、様々な状況
下で発生する災害防除活動に活用でき
る環境を作る。

平成2４年度 平成2６年度

2,072,780

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取り組
みの課題

　日々、変化する多種多様な災害形態
の事前把握が困難な場合がある。

④今後の
改善計画

　通常時の災害対応に限らず、大規模
災害時における活動指針の確立のもと
当該車両を運用する。

①今年度
(H2６)の
改善計画

②今年度
(H2６)に
実施した
取り組み

　走破性に優れた車種に変更し機動力
の向上を図る。

　更新車両を四輪駆動の走破性に優れ
た車種に変更し機動力の向上を図り、
様々な状況下で発生する災害防除活動
に活用できる環境を作る。


